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（１）法令等に基づく立入検査の
実施

水質汚濁防止法、県生活環境条例・地下水保
全条例等に基づく立入検査を実施し、指導・監
督を行う。

○立入検査の実施、指導・監督
県、熊本市

（２）自主点検・記録の励行を指
導

水質汚濁防止法に基づく自主点検・記録の励行
等の指導、県地下水保全条例等に基づく貯蔵
施設・貯油施設等の定期点検、整備の確認・指
導を行う。

○自主点検・記録の指導、定期点
検、整備の確認・指導 県、熊本市

２
地下水の汚染状況モニ
タリングの推進

（１）指標井戸における地下水質
の調査

水質測定計画に基づき、定点井戸、過去に汚染
のあった井戸等の調査を実施する。

○指標井戸の調査実施 県、熊本市
（市町村）

（１）市町村ごとの削減計画の策
定

硝酸性窒素濃度が問題となっている地域での
要因調査等を行い、市町村ごとの削減計画の
策定を進める。

○硝酸性窒素濃度が問題となって
いる地域における計画の策定

〇第3次熊本市硝酸性窒素削減計
画（熊本市）

○対策の検討・推進
県
（関係市町村）

（２）硝酸性窒素濃度上昇傾向に
ある井戸等の重点調査の実施

熊本地域において硝酸性窒素濃度が上昇傾向
にある井戸、環境基準値を超えている井戸につ
いて要因把握の検討を行う。

○要因等把握のための効果的な
調査方法等の検討

○調査結果の分析・
原因把握

○調査結果に基づく
対策の検討

○計画に基づく推進
県、市町村、地下水財団
（大学等）

（１）生活排水の適正処理の推進

下水道等の生活排水処理施設の整備や合併処
理浄化槽への転換の取組みを推進するととも
に、整備後は、下水道等への接続や浄化槽の
適正管理を促進する。また、必要に応じて処理
水から窒素を除去する高度処理施設の整備等
を推進する。

○公共下水道等の整備、合併処理
浄化槽への転換を推進
※H29年度末
       汚水処理人口普及率 94.6％
○下水道等への接続や浄化槽の
適正管理の促進
○高度処理施設の整備等を推進

県、市町村

（２）適正施肥の推進
くまもとグリーン農業による土づくりを基本とした
化学肥料の削減等の推進を図る。

○熊本地域全体でのくまもとグリー
ン農業の推進
○土壌診断の促進
○化学肥料使用量の低減

県、市町村
（農業団体、地下水財団）

（３）家畜排せつ物の適正管理の
推進

家畜排せつ物の適正な管理を徹底するととも
に、上質な堆肥づくりと耕種農家・畜産農家の
連携による堆肥流通の取組みを促進する。

○適正管理の指導
○堆肥コンクール等による上質な
堆肥づくりの推進
○堆肥の広域流通の促進

県、市町村
（農業団体、地下水財団）

〔再掲〕
（４）かん養対策の推進

地下水中の硝酸性窒素濃度の低減（希釈）のた
め地下水かん養に取り組む。

地下水かん養対策に沿ってかん養
に取り組む

県、市町村、地下水財団、地下
水採取許可者

〔再掲〕
（５）硝酸性窒素濃度上昇傾向に
ある井戸等の重点調査の実施

熊本地域において硝酸性窒素濃度が上昇傾向
にある井戸、環境基準値を超えている井戸につ
いて要因把握の検討を行う。

○要因等把握のための効果的な
調査方法等の検討

○調査結果の分析・
原因把握

○調査結果に基づく
対策の検討

○計画に基づく推進
県
（関係市町村）

５
バイオマス資源として
の活用検討

（６）家畜排せつ物を活用しつつ、
硝酸性窒素削減にもつながる対
策の検討と実施に向けた取組み

他県等の事例を参考に、家畜排せつ物をエネ
ルギーとして活用しつつ、硝酸性窒素削減にも
つながる方策等について調査・検討し、実現に
向けて取り組む。

○他県等の事例の調査・研究と本
県モデル地域で実施する際の課題
等の整理
○モデル地域での検討と実施方針
策定

○実施に向けた検討・
実証事業等
○実施計画策定

○実施計画の具体化

県、関係市町村
（地下水財団、大学等）
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Ｃ　地下水質保全対策
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４
熊本地域硝酸性窒素
削減計画に基づく地下
水中の硝酸性窒素濃
度低減対策の推進

行動計画 主体
（関係主体）

１
工場・事業場の指導・
監督の推進

３
市町村硝酸性窒素削
減計画の策定

第３期水質保全目標
　①カドミウム及びその化合物等29項目
　　　　⇒地下水質保全目標
　②ふっ素、ほう素
　　　　⇒地下水の水質汚濁に係る環境基準
　③硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素
　　・10mg／Ｌ超
　　　　⇒すべての指標井戸で達成水質値を満足すること
　　・5mg／Ｌ超～10mg／Ｌ以下
　　　　⇒すべての指標井戸で管理水質値を満足すること

計画等に基づき、継続して推進

継続的に実施

継続して推進

継続して推進

継続して推進

継続して推進

継続して推進

継続して推進

継続的に実施

計画に基づき実施
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白川中流域産の「地下水を育む米」など、地下
水を育む農産物を、かん養効果と美しい水で育
まれているというイメージをアピールし、地下水
を育むブランドとして普及促進する。

○ウォーターオフセット事業（地下水財
団）
○消費者へのＰＲ
○流通・販路開拓
○生産・供給体制の充実

県、市町村、地下水財団
（農業団体、ＮＰＯ等）

飼料用米を活用した畜産物等を、かん養効果と
美しい水で育ったというイメージをアピールし、
地下水を育むブランドとして普及促進する。

○消費者へのＰＲ
○流通・販路開拓
○生産・供給体制の充実

県
（市町村、地下水財団、農業団
体、ＮＰＯ等）

環境に配慮して生産された「くまもとグリーン農
業」の農産物や、地下水と土を育む農畜産物等
を、くまもとの豊かな地下水を育み守るブランド
としてアピールし、普及促進する。

○消費者へのＰＲ
○流通・販路開拓
○生産・供給体制の充実
（実施例）
・くまもとグリーン農業応援
・地下水と土を育む農畜産物収穫祭
・天然地下水を育むマルシェ
・地下水を育む水道町カレー販売

県
（市町村、地下水財団、農業団
体、ＮＰＯ等）

美しい水で育まれているという付加価値を生か
した新たな水ブランドづくりに取り組む。

（実施例）
・天然地下水を育むマルシェ（再掲）

県、関係市町村、地下水財団

（２）地下水の恵みを活かした食
文化・生活文化の振興

熊本独自の地下水の恵みに育まれた「食」や
「生活空間」を創造したり、既にある食文化・生
活文化の情報発信を行い、地下水を付加価値
としたブランドづくりに取り組む。

○地下水に育まれた「食」のブランドづく
り、その魅力についての情報発信
〇湧水源等を生かした地域づくり
〇水を大切にする伝統行事、風習等の情
報発信
〇新たな水辺空間等の検討
（実施例）
・地下水の恵みを生かした食文化発信
・パンフレットや広報媒体を利用して江津
湖、八景水谷、浮島などの湧水地の魅力
発信
・駅親水広場や空港水飲み場の整備等

県、市町村
（関係団体）

くまもとの地下水の魅力を様々な広報媒体、イ
ベント等を通じて情報発信し、「水の国くまもと」
のイメージ定着に取り組む。

○広報誌、ＨＰ、テレビ番組等による情報
発信
○イベント時に水の飲み比べなどの実施
○広報展開による情報発信の取組み
（実施例）
・熊本空港サイネージによるＰＲ動画放
映、冷水器に水の魅力ＰＲラッピング、ポ
スター「水の国くまもと五色季」を作成、掲
示（県）
・”ウォーターライフ”英語版ホームページ
（熊本市）

県、市町村、地下水財団
（関係団体、ＮＰＯ等）

世界に認められた熊本地域の先進的な地下水
保全活動を国内外に広く発信する。
また、アジア・太平洋水サミット（熊本市）の開催
を機に、アジア・太平洋の国々へ熊本の先進的
な取組みを発信するとともに熊本の水のＰＲを
行う。

○水サミットの開催を通じて、熊本の地下
水保全の取組みをPR

（実施例）
・国連“生命の水”最優秀賞受賞を印した
シンボルマークの使用や、シンポジウム
等を通じて受賞の意義を情報発信

10月・水サミット開催

県、市町村、地下水財団
（関係団体、ＮＰＯ等）

水の名所の魅力を磨き上げ、情報発信を行う。 （実施例）
・熊本県名水百選（県）
・水の国くまもとパンフレット・PR動画の作
成（県）
・熊本水遺産（熊本市）

県、市町村
（地域団体等）

災
害
時
の

利
活
用

３
災害時における井戸の
利活用

大規模災害時における井戸（地
下水）利用の体制整備

井戸（地下水）を災害時における重要なインフラ
として位置付け、防災井戸等の体制整備に取り
組む。

（実施例）
・新たな防災井戸の設置
・防災マップへの記載
・災害時における井戸水の提供に関する
協定（熊本市）

県、市町村
井戸設置者（地域団体等）

２
地下水の魅力の情報
発信

くまもとの地下水の魅力を広く情
報発信することによる「水の国く
まもと」のイメージ定着を推進
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も
と
の
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水
の
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Ｅ　地下水の活用

（１）様々なものに清冽な地下水
の付加価値をつけた地下水ブラ
ンドづくりとその普及・促進

１
くまもとの地下水ブラン
ドの推進

Ｐ４８

主体
（関係主体）

取組みの内容具体的施策行動計画の取組項目
行動計画

継続して推進継続して推進

継続的に実施

継続して推進継続して推進

継続して推進

継続して推進

継続して推進

継続して推進 計画に基づき実施計画に基づき実施継続して推進

継続して推進

整備等の機会を捉え検討

継続して推進

継続して推進

継続して推進

継続して推進

継続して推進

継続して推進


